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そこで，本研究では，IT スキル標準（ITSS）の民間調

査データを以下の観点で整理する．すなわち，ソフトウ

エア技術者の専門テクニカルスキルの自己評価，就業年

数，年齢及び職種間の移動，さらに複数職種の経験とス

キルの自己評価に関して傾向を俯瞰する．

2.IT 業界変化と IT 技術者キャリア

2.1.IT 業界の変化

現代において，あらゆる経済活動に IT を欠くことは

出来ない．IT の社会浸透，IT の社会インフラ化，グロー

1. はじめに

経済産業省の特定サービス産業動態統計によると，情

報サービス業の過去 3 年間の売上高対前年度比は減少傾

向にあるが，技術職の社員数はほとんど減少していない．

「IT 人材白書 2012」では，クラウドシステムの台頭，シ

ステム開発の短納期低コスト化などで IT 市場の変動で IT

人材需要が変化し，高度 IT 人材の不足が常態化している

という [IPA2012]．これを IT 技術者の視点でみると，市

場ニーズに対応するため職種転換の必要性が発生してい

ると考えられる．そこで企業ニーズと IT 技術者の適合の

ためには，IT 技術者がどのように自己スキルを捉えてい

るのか，また彼らの職種間移動は市場ニーズに対し合理

的な判断となっているのか実態を把握する必要がある．
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バル競争化といった IT 産業構造の変化はますます激し

くなっている．さらに，クラウドコンピューティングの

台頭，モバイル端末の普及など新技術の展開もますます

加速を増している．

業界の構造変化に伴い，システム開発プロジェクトに

も変化が起こっている．すなわち，開発プロジェクトの

グローバル化，短期開発化，開発対象システムのグロー

バル化，サービス化など IT 人材に求められる技術，マ

ネジメントの幅は広がっていると言えよう．

2.2. 日本における IT 技術者のキャリア課題

上述のような IT 業界の変化に対応すべく，一連の産学

連携の取り組みが行われている．経済産業省では 2006

年に「人材育成ワーキンググループ」を設置，翌年には「高

度 IT 人材の育成をめざして」という報告書 [METI2007] 

が提出されている．これをうけ IT スキル標準（ITSS），

情報システムユーザースキル標準（UISS），組込みスキ

ル標準（ETSS）の整理や，共通キャリア・スキルフレー

ムワーク（CCSF）の制定などが積極的に行われてきた

[IPA:CCSF]．しかし，「IT 人材白書 2012」によると IT

企業における IT 人材の質の不足感は 80％と依然高い．

また，IT 人材側も，将来のキャリアパスやキャリア目標

が不明確だと感じている [IPA2012]．IT 人材の育成は依

然として日本にとって重要な課題であるといえよう．

2.3.IT 技術者のキャリア開発

IT 技術者は，自らのスキルレベルをどう判断し，自ら

のキャリアをどのように開発しているのだろうか．また，

それは市場ニーズに対し合理的な判断となっているのだ

ろうか．

ITSS では IT 技術者を職種及びそれぞれの専門領域に

分け，スキルや熟達度を定義しているが，近年の技術革

新や環境変化により，複数の専門領域にまたがった職種

が新たに生まれている可能性がある．遠藤は CCSF を企

業のビジネスと人材モデルとの紐付けに活用し人材育成

に役立てることを提案している[SEC journal 30]．しかし，

この取り組みは今後の発展が待たれている段階である．

また，ITSS そのものを活用した研究として，ITSS の職

種や専門領域の記述に対しテキストマイニングを行い，

必要とされる技術の類似度や差異を明確にし，IT 技術者

の職種移行を円滑に行うサポートとなる研究 [KES2012]

なども実施されている．

一般的に，専門技術者は自らの専門性を高めるキャリ

アと，組織適合し所属組織でのポジションを上げていく

キャリアがあると言われている [Gouldner 1957] ．開発

プロジェクトの構造変化を考慮すると，IT 技術者は，専

門性ごとにプロジェクトにアサインされるだけでなく，

プロジェクトにより様々な職種を兼任するマルチキャリ

アになっている可能性が考えられる．

本論文では，これらの問題意識に対し，次の分析視点

をもって，民間の調査データを分析した．

(1)	IT 技術者の職種は，同一職種にとどまりスキルを

向上させる職種と，他職種に移動する職種に分かれ

るのではないか

(2)	IT 技術者は，ITSS 定義の職種ごとではなく、複数職

種経験によるキャリア開発をしているのではないか

(3)	コミュニケーションスキルなどの「全職種共通スキ

ル」以外に複数の職種で共通的に一定レベルを保有

するスキルがあるのではないか

本論文では，これらの分析を踏まえ，IT 技術者のキャ

リア開発の実態を明らかにすることを狙いとする．

3.ITSS を用いたスキル調査

3.1.ITSS 調査データ

まず分析視点 (1) について，民間で実施された ITSS を

用いたスキル調査データを分析する．

調査は特定非営利活動法人　ＩＴスキル研究フォーラ

ム（iSRF）が「全国スキル調査」[iSRF] として 2001 年

から毎年 WEB 上で実施しているもので，IT 技術者個人

に対し，所属企業や経験などのプロフィール情報と，ス

キル自己評価を調査している．当研究では，iSRF の協力

を得て，2008 年から 2010 年の 3 年分，約 61,000 人

のデータ（以降，ITSS 調査データ）を用いて分析した．

職種は ITSS に基づき設定され，回答者は必ず 1 つの職

種を選択する．複数職種に回答した場合，最後に選択し

たデータのみが保持される．スキル評価は iSRF が独自

に設定した５段階であったが，当研究では平均差をより

明確にするため得点を 2 倍の１０段階に再設定して分析

した．調査データの概要を表１，表２に記す．

3.2. 複数職種の調査データ

次に，2 章に記載した分析視点 (2)，(3) について，Ａ

社のスキル調査データを用いて整理する．

Ａ社は従業員数約 7,500 名のシステムインテグレー

ション企業で，システム開発はシステム化構想などの超

上流工程から，システム運用までカバーしている．また，

2011 年 4 月に 3 社が対等合併して出来た会社のため，

企業文化の偏りも少ないと考えられる．調査はＡ社の社
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知識項目設問に対し 80％以上の項目に回答した人を対

象にレベルを集計した．表 3 にデータの概要を示す．

4. 分析及び考察

4.1.ITSS 調査データの分析

まず，表 1 の 3 年間の調査対象人数は徐々に増加して

いることが分かる．「IT 人材白書 2012」で IT 人材の高

いキャリア成長意欲と将来の不安が数年来継続している

と指摘されており [IPA2012]，IT 技術者のキャリアへの

関心が反映されていると考えられる．また，職種別人数

では，アプリケーションスペシャリストとプロジェクト

マネジメントが多い．また，アプリケーションスペシャ

リストとＩＴスペシャリストは回答の増加率が大きい．

ソフトウエア技術者の職種間移動の傾向について，年

齢，経験年数をもとに俯瞰した．表４に職種と経験年数

の推移を示す．

表３　複数職種データ概要（職種別サマリ）

表４　ITSS 調査データ：職種と経験年数表１　ITSS 調査データ概要（職種ごとの人数分布）

表２　ITSS 調査データ概要（年齢ごとの人数分布）

職種 2008 年 2009 年 2010 年 合計
マーケティング  270  192  204  666 
セールス  1,487  1,090  911  3,488 
コンサルタント  132  241  207  580 
IT アーキテクト  1,453  852  824  3,129 
プロジェクトマネジメント  5,533  4,073  4,218  13,824 
IT スペシャリスト  879  2,198  2,751  5,828 
アプリケーションスペシャリスト  2,584  7,486  8,112  18,182 
ソフトウェアデベロップメント  2,040  1,408  1,523  4,971 
カスタマサービス  899  403  530  1,832 
エデュケーション  180  136  108  424 
IT サービスマネジメント  2,989  3,118  2,331  8,438 

合計  18,446  21,197  21,719  61,362 

年齢 2008 年 2009 年 2010 年 合計
20 歳以下  11  13  21  45 
20 － 25 歳  1,582  1,940  2,325  5,847 
26 － 30 歳  3,448  4,096  4,442  11,986 
31 － 35 歳  4,000  4,815  4,769  13,584 
36 － 40 歳  3,649  3,886  3,813  11,348 
41 － 45 歳  3,127  3,437  3,324  9,888 
46 － 50 歳  1,679  1,959  1,965  5,603 
51 － 55 歳  621  727  736  2,084 
56 歳以上  329  324  324  977 

合計  18,446  21,197  21,719  61,362 

職種 回答人数 
（複数回答）

スキルレベル 
（平均）

マーケティング  46 4.7 

セールス  73 3.9 

コンサルタント  31 4.5 

IT アーキテクト  253 4.4 

プロジェクトマネジメント  484 4.0 

IT スペシャリスト  436 3.6 

アプリケーションスペシャリスト  668 3.8 

ソフトウェアデベロップメント  154 3.5 

IT サービスマネジメント  199 3.4 

合計  2,344 4.0 

職種
職種の経験年数 ( 上段 人数／下段 ％）

合計 %
3 年以下

3 年以上 
5 年未満

5 年以上 
10 年未満

10 年以上 
15 年未満

15 年以上 
20 年未満

20 年以上

マ ー ケ テ ィ
ング

 339  130  122  36  13  26  666 1.1 

50.9% 19.5% 18.3% 5.4% 2.0% 3.9%

セールス
 1,117  567  787  443  347  227  3,488 5.7 

32.0% 16.3% 22.6% 12.7% 9.9% 6.5%

コ ン サ ル タ
ント

 173  132  166  54  31  24  580 0.9 

29.8% 22.8% 28.6% 9.3% 5.3% 4.1%

IT ア ー キ テ
クト

 796  638  952  404  174  165  3,129 5.1 

25.4% 20.4% 30.4% 12.9% 5.6% 5.3%

プ ロ ジ ェ ク
ト マ ネ ジ メ
ント

 2,699  2,177  3,512  2,096  1,677  1,664  13,825 22.5 

19.5% 15.7% 25.4% 15.2% 12.1% 12.0%

IT ス ペ シ ャ
リスト

 1,735  1,133  1,750  694  317  199  5,828 9.5 

29.8% 19.4% 30.0% 11.9% 5.4% 3.4%

ア プ リ ケ ー
シ ョ ン ス ペ
シャリスト

 4,741  2,910  4,981  2,643  1,734  1,172  18,181 29.6 

26.1% 16.0% 27.4% 14.5% 9.5% 6.4%

ソフトウェア
デベロップメ
ント

 1,652  832  1,252  574  406  255  4,971 8.1 

33.2% 16.7% 25.2% 11.5% 8.2% 5.1%

カ ス タ マ
サービス

 572  327  467  222  134  110  1,832 3.0 

31.2% 17.8% 25.5% 12.1% 7.3% 6.0%

エ デ ュ ケ ー
ション

 172  77  83  40  24  28  424 0.7 

40.6% 18.2% 19.6% 9.4% 5.7% 6.6%

IT サービス
マネジメン
ト

 2,933  1,397  1,915  929  747  517  8,438 13.8 

34.8% 16.6% 22.7% 11.0% 8.9% 6.1%

合計
 16,929  10,320  15,987  8,135  5,604  4,387  61,362 100.0 

27.6% 16.8% 26.1% 13.3% 9.1% 7.1%

内イントラネットを用いて 2012 年 3 月に実施した．調

査対象は，ある事業本部に所属する技術系社員全員を対

象とし，有効回答人数は 1,014 名であった．なお，Ａ社

はシステム開発が主要業務のため，カスタマサービスと

エデュケーションは調査対象外職種とした．

調査内容は，ITSS の「知識項目」ごとに「スキル熟達度」

に記載内容のどのレベルに該当するかを自己判断で回答

したものである．経験したことのあるすべての職種につ

いて調査しているため複数職種経験のある人は，複数職

種に回答している．よって以降ではこのデータを複数職

種データと記載する．スキルレベルは，専門分野ごとの
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職種経験 3 年以下が 27.6％で最も多く，5 年以上 10

年未満が 26.1％と 2 番目に多い．つまり 3 年以上 5 年

未満のタイミングで何らかの職種変更の判断が行われる

と推察される．「石の上にも三年」といわれるように 3

年の経験がひとつの節目となっているのでは無いだろう

か．職種では，プロジェクトマネジメントで 15 年以上

が 24.1％と最も多い．長く経験を重ね，その長年の経験

を必要とされる職種と考えられる．

次に，職種間の移動を年齢と職種の経験年数から考察

する．経験年数 3 年未満で比較すると，20 代が多い職

種はセールス，ＩＴアーキテクト，ＩＴスペシャリスト，

アプリケーションスペシャリスト，ソフトウエアデベ

ロップメント，カスタマサービスがある．30 代以上が

多い職種はマーケティング，コンサルタント，エデュケー

ションがある．プロジェクトマネジメントとＩＴサービ

スマネジメントは各年齢層に満遍なく存在していた．

図 1 に職種と年齢構成を示す．これによると年齢が

高くなるにつれ上流工程を担当する職種の人数が増加す

る．つまり，アプリケーションスペシャリストからプロ

ジェクトマネジメントやコンサルタントへの職種移動が

あると考えられる．コンサルタント，プロジェクトマネ

ジメントとアプリケーションスペシャリストについて，

表６（後掲）に年齢と経験年数の推移を示す．また、表

９（後掲）に全職種の経験年数比率を示す。回答人数の

多いプロジェクトマネジメントとアプリケーションスペ

シャリストを比較すると，平均経験年数は同じだが，ア

プリケーションスペシャリストの方が，平均年齢が若い．

次に，経験年数とスキル自己評価の関係について考察

する．表５に経験年数とスキル自己評価の相関係数を示

す．すべての職種で負の相関が有意であった．これは表

７（後掲）に見られるように経験を経ると自己評価が下

がる傾向と合致している． 

表７（後掲）は，コンサルタントとプロジェクトマネ

ジメントの専門テクニカルスキルの自己評価（１０点満

点）と職種経験年数との関係を示したものである．どち

らも最も人数が多いのは 6 点だが，経験の推移で大きな

差が見られる．コンサルタントは職種についた当初は自

己評価が７点で，経験年数を積むごとに評価が低くなっ

ている．一方，プロジェクトマネジメントは 9 点から開

始し，その後 6 点に下がるものの，そこからは大きく変

化しない．コンサルタントと似た傾向を示す職種として

は，アプリケーションスペシャリスト，ソフトウエアデ

ベロップメント，エデュケーションがある．また，プロ

ジェクトマネジメントと似た傾向を示す職種には，セー

ルス，ＩＴスペシャリストがある．ＩＴアーキテクトは

いったん下がるものの経験年数を積むごと自己評価が向

上していた．このように自己評価パターンが変化するこ

との要因として，リアリティ・ショック及び経験に応じ

て担当する業務の難易度や規模が変化することが考えら

れるが，更に詳細な原因分析の必要があろう．

4.2. 複数職種のスキル分析

複数職種データについて，職種とスキルの自己評価の

関係を分析する．表３に示したように，職種としてみる

とマーケティングが最も自己評価の平均が高く，ついで

コンサルタントが高い．一方，スキルの自己評価が低い

のは，IT サービスマネジメントと IT スペシャリストで

ある．表８（後掲）に職種ごとの専門分野とスキル自己

評価の関係を示す．ただし，各職種の経験年数及び職種

順序が不明なため，ITSS データと同様，年数と開発工程

との関係があるのかは分からなかった．

図 1　職種と年齢構成

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

マーケティング

セールス
コンサルタント

ＩＴアーキテクト

プロジェクトマネジメント

ＩＴスペシャリスト
アプリケーションスペシャリスト

ソフトウエアディベロップメント

カスタマサービス

エデュケーション
ＩＴサービスマネジメント

合計

20歳以下

20-25 歳

26-30 歳

31-35 歳

36-40 歳

41-45 歳

46-50 歳

51-55 歳

56歳位上

表５　職種毎の経験年数とスキル自己評価の相関

職種 Peason の相関係数 
（経験年数 / スキル得点）

マーケティング  -.266** 

セールス  -.386** 

コンサルタント  -.424** 
IT アーキテクト  -.366** 

プロジェクトマネジメント  -.320** 

IT スペシャリスト  -.377** 

アプリケーションスペシャリスト  -.471** 
ソフトウェアデベロップメント  -.437** 
カスタマサービス  -.360** 

エデュケーション  -.529** 
IT サービスマネジメント  -.264** 

**. 相関係数は 1% 水準で有意（両側）
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次に，複数職種データを用いて職種ごとに類似するス

キルが無いか分析した．表８を見ると専門分野の知識項

目に対し，80％未満回答の多い専門分野があることが分

かる．80％未満回答とは一部の知識項目について経験や

知見を持っていることを表している．回答が多かったの

は，IT アーキテクト全般と IT スペシャリストのネット

ワーク以外，アプリケーションスペシャリストの業務シ

ステムである．特に，IT スペシャリストの各専門分野の

基本項目は，情報処理技術者試験の基本情報技術者や応

用情報技術者の出題範囲にもなっているように，IT 技術

者として必要な知識であり，IT 技術者の多くはそれらを

保持していると考えられる．

次に，具体的にどの職種らが回答されているかを分析

する．Rasha らは，ITSS で定義された説明文をテキスト

マイニングし，職種間の近さを分析している [KES2012]

が，ここでは，それを実際のデータで俯瞰する．表１０

に 2 職種に回答した人数を示す．横行で見て最も人数が

多い職種を太字で表す．なお，表１０は 80％未満の回答

者もカウントしているため，80％以上で集計した表３と

回答人数は異なる．表１０をみると，プロジェクトマネ

ジメントとアプリケーションスペシャリストで他職種の

回答者が多いことが分かる．ITSS 調査データの年齢と経

験年数から考察すると，まずアプリケーションスペシャ

リストとして就業し，その後，様々な職種に移動してい

るのでは無いかと考えられる．また，IT サービスマネジ

メントで最も多かった他職種回答はプロジェクトマネジ

メントであった．これは Rasha らの研究結果 [KES2012」

と同じ傾向を示している．なお，4 職種まで対象を細分

化すると，最も回答が多かった組み合わせは「IT アーキ

テクト，IT スペシャリスト , プロジェクトマネジメント ,

アプリケーションスペシャリスト」であった．この 4 職

種の知識項目はお互いに関連が強いと考えられる．

4.3. 考察

ここまでの分析について，2.3 節で示した 3 つの分析

観点に基づいて整理する．

(1)	IT 技術者の職種は，同一職種にとどまりスキルを

向上させる職種と，他職種に移動する職種に分かれ

るのではないか

これについては，スキル自己評価と経験年数に負の相

関あることが分かった．また，プロジェクトマネジメン

トは，相関係数でも実人数分布でも同一職種で経験を蓄

積する傾向にあることが分かった．また，経験年数が短

く平均年齢も低いアプリケーションスペシャリストやソ

フトウエアデベロップメントは IT 業界でのエントリ職種

の位置づけがあることが分かった．図１及び表６による

とコンサルタントは，年齢は高めだが経験年数が短い人

が多く，他職種から移動していると考えられる．

(2)	IT 技術者は，ITSS 定義の職種ごとではなく、複数職

種経験によるキャリア開発をしているのではないか

これについては，複数職種のデータから，関連して経

験しやすい職種があることが分かった．特に，従来から

業界通説的に言われている，「プログラマ，システムエ

ンジニア，プロジェクトマネージャ」というキャリアパ

スに近い職種で職種の関連を抽出した．このことより，

IT 技術者は複数職種を経験するキャリア開発を行なって

いると考えられる．ただし，経験順序や年齢が不明なた

め，どの順序で職種を担当したのかは分析できなかった．

(3)	コミュニケーションスキルなどの「全職種共通スキ

ル」以外に複数の職種で共通的に一定レベルを保有

するスキルがあるのではないか

複数職種のデータから IT アーキテクト，IT スペシャ

リスト , アプリケーションスペシャリスト（業務システ

ム）で共通知識がありそうなことが分かった．これらの

知識は情報処理技術者試験のＩＴパスポート，基本情報

技術者の試験範囲にも含まれる知識分野であり，IT 技術

者の基本知識として，一定レベルを職種共通的に保有し

ていると考えられる．

5. おわりに

本研究により，多くの IT 技術者が経験年数と実年齢に

応じて，上流工程を担当する職種に移動していることが

表 10	複数職種データ：2 職種に回答した人数 
（80％未満回答も含む）

職種

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

ｾｰﾙｽ

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

IT
ｱｰｷﾃｸﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

IT
ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

ｿﾌﾄｳｪｱﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ

IT
ｻｰﾋﾞｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

マーケティング 31 18 27 34 23 31 12 14

セールス 31 16 28 39 31 38 14 17

コンサルタント 18 16 20 28 18 29 12 9

IT アーキテクト 27 28 20 183 182 191 64 70

プロジェクトマネジメント 34 39 28 183 230 378 83 111

IT スペシャリスト 23 31 18 182 230 309 108 136

アプリケーションスペシャリスト 31 38 29 191 378 309 128 103

ソフトウェアデベロップメント 12 14 12 64 83 108 128 54

IT サービスマネジメント 14 17 9 70 111 136 103 54



131SEC journal Vol.9 No.3 Sep. 2013

調査データで確認できた．実データで職種移動を分析し

たことに本研究の意義があったと言えよう．

スキル自己評価を見ると，経験年数が長いからと言っ

て必ずしもスキルが高いとは言えず，継続して各職種の

高度 IT 人材育成が必要であろう．これについては，職種

ごとの自己評価の遷移について更なる研究を行いたい．

昨今のクラウドコンピューティングやシステムのサービ

ス化に対応できる IT アーキテクトやセキュリティエンジ

ニア，IT サービスマネジメントは人数もさほど増加してお

らず，スキルの自己評価も高くない．今後の業界動向を踏

まえても，更に高度人材の育成が必要と考えられる．

なお，当調査では，明示的な全職種共通スキルの調査

項目がなく，コミュニケーションスキルやネゴシエー

ションスキルの分析が出来なかった．従来，IT 技術者は

コミュニケーションスキルが低いと言われているが，コ

ミュニケーションスキルと専門テクニカルスキルの自己

評価の関連を分析することで新たな知見が得られるので

はないだろうか．今後の課題としたい．

特徴的な職種として，プロジェクトマネジメントの職

種定着がある．他職種への移動が少なく当該職種で長く

経験を積む傾向が強い．ただし，経験年数が増えてもス

表６　ITSS 調査データ：年齢と職種の経験年数（抜粋）
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職種 年齢
職種の経験年数（人数）

合計 %
3 年未満 3 ～ 5 年未満 5 ～ 10 年未満 10 ～ 15 年未満 15 ～ 20 年未満 20 年以上

コンサルタント

20 歳以下 0 0 0 0 0 0 0 0.0
20-25 歳 11 0 0 0 0 0 11 1.9 
26-30 歳 34 16 4 0 0 0 54 9.3 
31-35 歳 35 27 30 4 0 0 96 16.6 
36-40 歳 24 24 27 12 4 0 91 15.7 
41-45 歳 29 28 36 15 12 1 121 20.9 
46-50 歳 25 12 40 14 5 9 105 18.1 
51-55 歳 9 17 19 4 4 6 59 10.2 

56 歳以上 6 8 10 5 6 8 43 7.4 
合計 173 132 166 54 31 24 580 100.0 

% 29.8 22.8 28.6 9.3 5.3 4.1 100.0

職種 年齢
職種の経験年数（人数）

合計 %
3 年未満 3 ～ 5 年未満 5 ～ 10 年未満 10 ～ 15 年未満 15 ～ 20 年未満 20 年以上

プロジェクト
マネジメント

20 歳以下 2 0 0 0 0 0 2 0.0
20-25 歳 445 48 5 0 0 0 498 3.6
26-30 歳 500 330 349 8 0 0 1187 8.6
31-35 歳 616 432 970 363 7 0 2388 17.3
36-40 歳 506 580 712 706 512 21 3037 22.0
41-45 歳 396 520 793 451 798 504 3462 25.0
46-50 歳 160 196 494 389 227 735 2201 15.9
51-55 歳 51 52 125 139 96 267 730 5.3

56 歳以上 23 19 63 39 36 136 316 2.3
合計 2699 2177 3511 2095 1676 1663 13821 100.0

% 19.5 15.8 25.4 15.2 12.1 12.0 100.0

キル自己評価は変化しない．これについては更なる調査

分析が必要である．折しも，2012 年 9 月にプロジェク

トマネジメントが国際標準化（ISO21500）された．プ

ロジェクトマネジメントは他職種との関連も強く，担当

している IT 技術者も多い．また全職種共通スキルの一

部にプロジェクトマネジメントが設定されていることか

ら，更なる高度人材育成のために，国際標準も活用した

人材育成施策の検討が必要であろう．
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表７　ITSS 調査データ：経験年数と専門テクニカルスキルの自己評価（抜粋）

職種 経験年数
専門テクニカルスキルの自己評価

合計
2 3 4 5 6 7 8 9 10

コンサルタント
3 年未満

 5  4  13  20  30  38  31  28  4  173 

2.9% 2.3% 7.5% 11.6% 17.3% 22.0% 17.9% 16.2% 2.3% 100.0%

3 年以上
5 年未満

 3  10  26  23  34  22  8  6  -  132 

2.3% 7.6% 19.7% 17.4% 25.8% 16.7% 6.1% 4.5% 0.0% 100.0%

5 年以上
10 年未満

 15  22  35  35  29  18  4  8  -  166 

9.0% 13.3% 21.1% 21.1% 17.5% 10.8% 2.4% 4.8% 0.0% 100.0%

10 年以上
15 年未満

 10  7  23  5  7  1  1  -  -  54 

18.5% 13.0% 42.6% 9.3% 13.0% 1.9% 1.9% 0.0% 0.0% 100.0%

15 年以上
20 年未満

 7  6  3  1  6  5  -  3  -  31 

22.6% 19.4% 9.7% 3.2% 19.4% 16.1% 0.0% 9.7% 0.0% 100.0%

20 年以上
 6  2  6  4  5  1  -  -  -  24 

25.0% 8.3% 25.0% 16.7% 20.8% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

合計
 46  51  106  88  111  85  44  45  4  580 

7.9% 8.8% 18.3% 15.2% 19.1% 14.7% 7.6% 7.8% 0.7% 100.0%

プロジェクトマネジ
メント 3 年未満

 12  28  98  247  510  590  427  651  136  2,699 

.4% 1.0% 3.6% 9.2% 18.9% 21.9% 15.8% 24.1% 5.0% 100.0%

3 年以上
5 年未満

 17  53  196  365  555  472  284  217  18  2,177 

.8% 2.4% 9.0% 16.8% 25.5% 21.7% 13.0% 10.0% 0.8% 100.0%

5 年以上
10 年未満

 43  119  367  640  912  755  414  248  14  3,512 

1.2% 3.4% 10.4% 18.2% 26.0% 21.5% 11.8% 7.1% 0.4% 100.0%

10 年以上
15 年未満

 44  122  277  428  539  411  182  86  7  2,096 

2.1% 5.8% 13.2% 20.4% 25.7% 19.6% 8.7% 4.1% 0.3% 100.0%

15 年以上
20 年未満

 26  84  234  358  410  357  143  57  8  1,677 

1.6% 5.0% 14.0% 21.3% 24.4% 21.3% 8.5% 3.4% 0.5% 100.0%

20 年以上
 54  104  261  412  431  278  99  24  1  1,664 

3.2% 6.3% 15.7% 24.8% 25.9% 16.7% 5.9% 1.4% 0.1% 100.0%

合計
 196  510  1,433  2,450  3,357  2,863  1,549  1,283  184  13,825 

1.4% 3.7% 10.4% 17.7% 24.3% 20.7% 11.2% 9.3% 1.3% 100.0%

職種 年齢
職種の経験年数（人数）

合計 %
3 年未満 3 ～ 5 年未満 5 ～ 10 年未満 10 ～ 15 年未満 15 ～ 20 年未満 20 年以上

アプリケーション
スペシャリスト

20 歳以下 12 4 0 0 0 0 16 0.1

20-25 歳 2250 240 16 0 0 0 2506 13.8

26-30 歳 1508 1642 1440 21 0 0 4611 25.4
31-35 歳 484 581 2418 999 15 0 4497 24.7

36-40 歳 231 234 634 1081 819 27 3026 16.6

41-45 歳 156 122 319 381 710 434 2122 11.7

46-50 歳 74 58 124 118 140 470 984 5.4

51-55 歳 21 23 19 34 45 177 319 1.8

56 歳以上 5 6 11 9 5 62 98 0.5

合計 4741 2910 4981 2643 1734 1170 18179 100.0

% 26.1 16.0 27.4 14.5 9.5 6.4 100.0
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表９　ITSS データ：経験年数

表８　複数職種データ：スキル自己評価

職種 マーケティング セールス コンサルタント IT アーキテクト プロジェクトマネジメント

分野

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

販
売
チ
ャ
ネ

ル
戦
略

マ
ー
ケ
ッ
ト

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

訪
問
型
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン

グ
セ
ー
ル
ス

訪
問
型
製
品

セ
ー
ル
ス

メ
デ
ィ
ア
利

用
型
セ
ー
ル

ス イ
ン
ダ
ス
ト

リ ビ
ジ
ネ
ス

フ
ァ
ン
ク

シ
ョ
ン

ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

シ
ス
テ
ム
開

発 Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
製
品
開
発

レベル 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
レベル 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
レベル 3 0 0 8 14 12 7 0 0 0 0 0 127 0 0 52
レベル 4 0 5 5 15 11 6 11 10 64 60 60 107 0 27 52
レベル 5 19 12 6 12 7 1 3 2 30 29 29 67 0 3 30
レベル 6 5 2 3 6 0 0 4 3 6 5 5 12 10 1 7
レベル 7 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
回答 80% 以下 16 11 6 18 12 5 11 6 151 149 148 141 6 17 49

職種 IT スペシャリスト アプリケーション 
スペシャリスト

ソフトウェア 
デベロップメント IT サービスマネジメント

分野

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

デ
ー
タ
ベ
ー

ス ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
共
通

基
盤

シ
ス
テ
ム
管

理 セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク 業
務
シ
ス
テ

ム 業
務
パ
ッ

ケ
ー
ジ

基
本
ソ
フ
ト

ミ
ド
ル
ソ
フ

ト 応
用
ソ
フ
ト

運
用
管
理

シ
ス
テ
ム
管

理 オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
デ

ス
ク

レベル 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
レベル 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
レベル 3 49 94 83 83 71 49 203 79 45 38 29 53 43 27 34
レベル 4 31 33 32 43 31 17 180 45 20 12 21 29 19 15 11
レベル 5 5 10 8 5 5 4 52 14 4 3 4 1 0 0 0
レベル 6 1 1 1 1 1 0 12 10 0 0 2 0 0 0 0
レベル 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
回答 80% 以下 328 287 291 290 306 57 201 67 48 15 27 76 66 44 28

職種
職種の経験年数 ( 上段 人数／下段 ％）

合計 %
3 年以下 3 年以上

5 年未満
5 年以上

10 年未満
10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満 20 年以上

マーケティング
 339  130  122  36  13  26  666 1.1

50.9% 19.5% 18.3% 5.4% 2.0% 3.9%

セールス
 1,117  567  787  443  347  227  3,488 5.7
32.0% 16.3% 22.6% 12.7% 9.9% 6.5%

コンサルタント
 173  132  166  54  31  24  580 .9

29.8% 22.8% 28.6% 9.3% 5.3% 4.1%

IT アーキテクト
 796  638  952  404  174  165  3,129 5.1

25.4% 20.4% 30.4% 12.9% 5.6% 5.3%

プロジェクトマネジメント
 2,699  2,177  3,512  2,096  1,677  1,664  13,825 22.5
19.5% 15.7% 25.4% 15.2% 12.1% 12.0%

IT スペシャリスト
 1,735  1,133  1,750  694  317  199  5,828 9.5
29.8% 19.4% 30.0% 11.9% 5.4% 3.4%

アプリケーションスペシャリ
スト

 4,741  2,910  4,981  2,643  1,734  1,172  18,181 29.6
26.1% 16.0% 27.4% 14.5% 9.5% 6.4%

ソフトウェアデベロップメン
ト

 1,652  832  1,252  574  406  255  4,971 8.1
33.2% 16.7% 25.2% 11.5% 8.2% 5.1%

カスタマサービス
 572  327  467  222  134  110  1,832 3.0

31.2% 17.8% 25.5% 12.1% 7.3% 6.0%

エデュケーション
 172  77  83  40  24  28  424 .7

40.6% 18.2% 19.6% 9.4% 5.7% 6.6%

IT サービスマネジメント
 2,933  1,397  1,915  929  747  517  8,438 13.8
34.8% 16.6% 22.7% 11.0% 8.9% 6.1%

合計
 16,929  10,320  15,987  8,135  5,604  4,387  61,362 100.0

27.6% 16.8% 26.1% 13.3% 9.1% 7.1%


